第３２回　全国高等学校文芸コンクール
作　品  応  募  票

◎ 記入等について
	受 付 番 号

	

	


１　応募部門、学校種について該当箇所を○で囲むこと。

２　応募作品は、次の部数を送付すること。（コピー可）

　　小説２部、文芸評論３部、随筆３部、詩４部、短歌４部、俳句４部

３　応募作品（コピーしたものも含む）１部につき、作品応募票（印影の　　

コピー可）１部を貼付すること。
応募票の左上、作品の右上をホッチキス留めとする。
４　初句の欄には、応募する短歌・俳句の全ての初句を記入すること。

５　短歌・俳句については、応募点数を記入すること。
６　応募票を使用する際はＡ４判にすること。

７　都道府県段階のコンクールへの応募について該当箇所を○で囲むこと。
	応募部門
	小説　　文芸評論　　随筆　　詩　　短歌　　俳句

	学校所在

都道府県
	
	ふりがな

学校名

(正式名称)
	国　　立

都道府県立　
市区町村立　
私　　立

そ の 他
	
	

	ふりがな

氏　　名
	　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
	学年
	年
	性別
	
	年齢
( 平 成  ２９年    
4月1日 現  在  )
	歳

	題　　名

小説・文芸評論

随筆・詩
	

	初　　句

（短歌・俳句）
	
	応募点数

	
	
	点

	ふりがな

担当教員

氏　　名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印     
	学　　校

電話番号
	

	都道府県段階のコンクールにも応募していますか？　（どちらかに○）

　　　　　  応募している　　　　　　　　　応募していない


第３２回　全国高等学校文芸コンクール

団体（都道府県・学校）応募票

	受 付 番 号

	

	


◎　記入等について
１　応募の別、応募部門、学校種について該当箇所を○で囲むこと。

２　部門別にまとめ、１番上にこの応募票を添付すること。

３　応募作品は、それぞれ次の部数を送付すること。（文芸部誌以外コピー可）

　　小説２部、文芸評論３部、随筆３部、詩４部、短歌４部、俳句４部、
文芸部誌５部
４　この応募票の他に、応募１作品ごとにそれぞれ１枚ずつ、作品応募票
または文芸部誌応募票を貼付すること。
５　応募票を使用する際はＡ４判にすること。
	応募の別
	都道府県応募　　　　学校応募

	応募部門
	小説　 文芸評論　 随筆 　詩 　短歌 　俳句 　文芸部誌

	都道府県
	
	ふりがな

学校名

(正式名称)
	国　　立

都道府県立
市区町村立

私　　立

そ の 他
	

	ふ り が な

担当教員

氏　　名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
	学　　校

電話番号
	

	応募人数
	選考前応募人数
	選考後（送付）人数

	
	　　　　　　　　人
	　　　　　　　　人

	応募点数
	選考前応募人数
	選考後（送付）人数

	
	　　　　　　　　点
	　　　　　　　　点

	※都道府県応募のみ記入
	応募校数
	選考前応募人数
	選考後（送付）人数

	
	
	　　　　　　　　校
	　　　　　　　　校

	
	応募校名

（ 別 紙 可、様式は 問 いません 。
選考前の応募校を全てお書き下さい。）
	


第３２回　全国高等学校文芸コンクール

文 芸 部 誌 応 募 票

	受 付 番 号

	

	


◎　記入等について
１　応募の冊子を５部送付すること。

２　応募の冊子５部全てにそれぞれ応募票を貼付すること。

（おもて表紙の裏側に貼付〈糊付け〉すること）
（はみ出る場合は、はみ出ないように中に折り込むこと）
３　学校種、頒布方法については該当箇所を○で囲むこと。

４　応募票を使用する際はＡ４判にすること。
	部 誌 名
	　　　　　　第　　　号
	発行年月日
	平成 　 年 　 月　  日

	
	
	発行部数
	　　　　　　　部

	学校所在

都道府県
	
	ふりがな

学校名

(正式名称)
	国　　立

都道府県立
市区町村立

私　　立

そ の 他
	

	ふ り が な

担当教員

氏　　名
	印
	学　　校

電話番号
	

	部　　名
	

	部 長 名
	
	学年
	

	部 員 数
	　　　　　　　　　　　　　　　人　　（男　　　 人 ／ 女　 　　人）

	発行回数
	　　年　　　　　　　　回

	頒布方法
	　　①有　料　（１部　　　　　　　円）　　　　　②無　料

	部の沿革
	

	部　　の

主要行事
	


